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千葉都市モノレールへのラッピング広告掲載について
(ニッセイSDGsグローバルセレクトファンド)

ニッセイアセットマネジメント株式会社(社長：大関 洋、以下「ニッセイアセットマネジメント」)は、株式会社
京葉銀行(頭取：熊谷 俊行、以下「京葉銀行」)、株式会社千葉興業銀行(頭取：梅田 仁司、以下
「千葉興業銀行」)で取扱いのあるSDGs関連投資信託商品「ニッセイSDGsグローバルセレクトファンド」の
ラッピング広告を千葉都市モノレールに掲載いたします。

より多くの方々にSDGsに対して関心を高めていただき、持続可能な社会の実現に一歩でも近づくきっかけと
なればとの想いから当広告を掲載することといたしました。

ニッセイアセットマネジメントと京葉銀行、千葉興業銀行は今後も、お客さまの安定的な資産形成の実現に
向け、中長期的な視点に立った資産運用のご提案と、SDGs達成への貢献に努めてまいります。

ニッセイSDGsグローバルセレクトファンド号
広 告 掲 載 期 間 ：2022年5月1日～2023年4月30日
掲 載 商 品 名 ニッセイSDGsグローバルセレクトファンド (資産成長型・為替ヘッジなし)
掲載販売会社名 株式会社京葉銀行

※2022年4月23日に施工完了後、随時運行予定

運行概要
【走行区間】千葉都市モノレール全区間
※運行スケジュールは千葉都市モノレール側で決定します。

掲 載 商 品 名 ニッセイSDGsグローバルセレクトファンド (年2回決算型・為替ヘッジなし)
掲載販売会社名 株式会社千葉興業銀行

車体デザイン



① 日本を含む世界各国の株式に投資します。
② SDGs達成に関連した事業を展開する企業のなかから、株価上昇が期待される銘柄を

厳選します。

③ 「為替ヘッジの有無」と「決算頻度・分配方針」が異なる、4つのファンドから選択いただけます。
・販売会社によっては、一部のファンドのみの取扱いとなる場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

当ファンドの特色

！ 将来の分配金の支払いおよびその金額について、保証するものではありません。

購入単位 販売会社が定める単位とします。

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。
● 収益分配金を再投資する場合は、各計算期間終了日の基準価額とします。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。
換金代金 換金申込受付日から起算して、原則として6営業日目からお支払いします。

申込締切時間 原則として毎営業日の午後3時までに販売会社の手続きが完了したものを当日受付分とします。
信託期間 2030年12月16日まで(設定日：2018年5月28日）

繰上償還 委託会社はあらかじめ受益者に書面により通知する等の手続きを経て、ファンドを繰上償還させる
ことがあります。

決算日
年2回決算型：6・12月の各15日
資産成長型：12月15日
 該当日が休業日の場合は翌営業日となります。

受託会社 三菱UFJ信託銀行株式会社
投資者が直接的に負担する費用

購入時 購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に3.3%(税抜3.0%)を上限として
販売会社が独自に定める率をかけた額とします。
 料率は変更となる場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金時 信託財産留保額 ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

毎日

運用管理費用
(信託報酬)

ファンドの純資産総額に年率1.584％(税抜1.44％)をかけた額とし、ファンドからご
負担いただきます。

監査費用 ファンドの純資産総額に年率0.011%(税抜0.01%)をかけた額を上限とし、
ファンドからご負担いただきます。

随時 その他の費用・
手数料

組入有価証券の売買委託手数料、信託事務の諸費用および借入金の利息等は
ファンドからご負担いただきます。これらの費用は運用状況等により変動するため、
事前に料率・上限額等を記載することはできません。

■商品概要

！ 当該費用の合計額、その上限額および計算方法は、運用状況および受益者の保有期間等により異なるため、事前に記載することはできません。

＜為替ヘッジの有無＞
為替ヘッジあり：組入外貨建資産について、原則として対円での為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減を図ります。
為替ヘッジなし：組入外貨建資産について、原則として対円での為替ヘッジを行わないため、為替変動の影響を直

接的に受けます。

＜決算頻度・分配方針＞
年2回決算型：年2回決算を行い、分配金をお支払いすることをめざします。
 毎年6・12月の各15日(休業日の場合は翌営業日)に決算を行います。
• 分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、委託会社の判断により、分配を行わない
ことがあります。

資産成長型：年1回決算を行います。信託財産の十分な成長に資することに配慮し、分配を抑制する方針です。
 毎年12月15日(休業日の場合は翌営業日)に決算を行います。

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

「SDGs(エスディージーズ：Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標)」とは
2015年9月の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための2030年を期限とする国際目標です。
経済・社会・環境の調和のとれた持続的な発展をめざし、包括的な17の目標が設けられています。



金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第369号

加入協会：一般社団法人投資信託協会／一般社団法人日本投資顧問業協会

設定・運用は

■投資リスク
当ファンドは、主に国内外の株式を投資対象としますので、組入株式の価格の下落、組入株式の
発行会社の倒産または財務状況の悪化等の影響により、ファンドの基準価額が下落し、損失を
被ることがあります。また、これらに加え、為替の変動により損失を被ることがあります。
ファンドは、預貯金とは異なり、投資元本および利回りの保証はありません。運用成果(損益)は
すべて投資者の皆様のものとなりますので、ファンドのリスクを十分にご認識ください。
当ファンドの基準価額の主な変動要因としては、「株式投資リスク」「為替変動リスク」「カントリー
リスク」「流動性リスク」などがあります。詳しくは投資信託説明書(交付目論見書)をご覧ください。

■ご留意いただきたい事項
○当プレスリリースは投資の判断を行って頂くものではございません。
○投資信託はリスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動し、運用成果(損益)
はすべて投資者の皆様のものとなります。投資元本および利回りが保証された商品では
ありません。

○当資料はニッセイアセットマネジメントが作成したものです。ご購入に際しては、販売会社
よりお渡しする投資信託説明書(交付目論見書)、契約締結前交付書面等(目論見書
補完書面を含む)の内容を十分にお読みになり、ご自身でご判断ください。

○投資信託は保険契約や金融機関の預金ではなく、保険契約者保護機構、預金保険の対象
とはなりません。証券会社以外の金融機関で購入された投資信託は、投資者保護基金の
支払対象にはなりません。

■分配金に関する留意事項
○分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの信託財産から支払われますので、分配金が
支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。

○分配金は、計算期間中に発生した収益(経費控除後の配当等収益および評価益を含む
売買益)を超えて支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期
決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間における
ファンドの収益率を示すものではありません。

○受益者のファンドの購入価額によっては、支払われる分配金の一部または全部が実質的に
元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額
より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。
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